
３ 障害者福祉分野
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（１）障害のある人の調査

○「仕事をしている」の割合は、身体障害者で 25.7％、知的障害者で 42.1％、精神障害者で

33.5％となっています。

○身体障害者は「常用労働者（38.5％）」が最も多く、知的障害者、精神障害者は「作業所、授

産施設で就労（48.9％、45.2％）」が最も多くなっています。

就労状況

現在、収入を伴う仕事をしているかたずねました。

就労形態

仕事をしている人に就労形態をたずねました。

(%)
無回答

仕事をしている
（作業所、授産施設を含む）

仕事をしていたが

現在はしていない

今まで仕事を

したことがない

25.7

42.1

33.5

42.3

8.4

50.6

22.0

46.3

10.0

10.1

3.2

6.0

身体障害

(n=1,394)

知的障害

(n=311)

精神障害

(n=251)

(%)

無回答常用労働者 自営業者 家業手伝い

パート･アルバイト

･日雇い

内職

作業所、授産施設

で就労

その他

38.5

20.6

15.5

15.1

0.0

3.6

3.4

1.5

1.2

18.4

19.8

28.6

0.6

0.0

0.0

9.5

48.9

45.2

10.3

6.1

3.6

4.2

3.1

2.4

身体障害

(n=358)

知的障害

(n=131)

精神障害

(n=84)
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〇身体障害者は、「臨時・パート等で生活にあわせた働き方（7.9％）」が最も多くなっています。

〇知的障害者は、「施設に通って働きたい（19.9％）」が最も多く、「指導をしてくれる一般の会社

で働きたい（11.9％）」が続いています。

〇精神障害者は、「臨時・パート等で生活にあわせた働き方（17.9％）」が最も多く、「一般企業で

正規職員として働きたい（10.4％）」が続いています。

今後したい仕事

今後、どのような仕事をしたいかたずねました。

・ 障害のある若者は大変だと思います。就労の機会や雇用の充実が図られれば良いと常に

思っています。（身体障害、男性、65歳以上）【配偶者】

・ 府中市内で働けることが理想（働ける能力のある人は）。府中市内の企業、会社、店等で積

極的に実習、雇用してもらいたい。（知的障害、男性、学齢期）【父母】

・ 特に精神障害の不調は理解してくれない人や職場が多々あると思います。それにより仕事

を休むときに風邪と言って休むはめになり、体調管理ができない人だと思われてしまいま

す。府中市に限らず、全国的に理解してほしいです。（精神障害、女性、35～39歳）

7.9

4.9

4.2

3.1

3.0

1.5

0.4

4.3

9.1

39.5

22.2

3.5

5.8

0.6

19.9

0.0

11.9

3.2

5.1

23.5

15.8

10.6

17.9

10.4

8.4

6.8

2.0

5.2

1.2

6.0

16.3

17.5

8.4

0 10 20 30 40 50

臨時･パート・アルバイトで自分の生活に

あわせた働き方をしたい

一般企業で正規職員として働きたい

自宅で仕事がしたい

施設(通所授産施設・作業所など)に通って働きたい

自営業を営みたい

仕事に関する指導をしてくれる一般の会社で働きたい

施設(入所授産施設など)に入所して働きたい

その他

わからない

特にない

無回答

(%)

身体障害(n=1,394)

知的障害(n=311)

精神障害(n=251)

関連する自由回答の抜粋
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〇身体障害者は、「健康状態にあわせた働き方ができること（39.7％）」が最も多く、「自分の家の

近くに働く場所がある（38.2％）」が続いています。

〇知的障害者は、「障害のある人に適した仕事が開拓される（56.6％）」が最も多く、「事業主等

が障害のある人の雇用に理解（55.9％）」が続いています。

〇精神障害者は、「健康状態にあわせた働き方ができること（56.6％）」が最も多く、「事業主等が

障害のある人の雇用に理解（49.4％）」が続いています。

障害のある人が働くために必要なこと

障害のある人が働くためにはどのようなことが必要かたずねた。

39.7

38.2

34.9

33.7

25.9

25.0

24.5

20.4

18.9

15.0

10.2

9.5

3.8

15.6

20.1

33.4

49.5

56.6

55.9

43.4

26.4

30.5

24.8

31.5

25.1

19.3

7.7

4.8

11.3

5.8

56.6

48.2

45.4

49.4

42.2

25.1

35.1

28.7

28.7

29.1

9.6

9.6

5.6

12.7

8.0

0 10 20 30 40 50 60

必要な時に通院・服薬ができるなど、健康状態

にあわせた働き方ができること

自分の家の近くに働く場所があること

障害のある人に適した仕事が開拓されること

事業主や職場の人たちが、障害のある人の雇

用について充分理解していること

就労の場を紹介したり、相談できる場所が整っ

ていること

職場の施設や設備が障害のある人にも利用で

きるように配慮されていること

民間企業がもっと積極的に雇用すること

賃金格差がないこと

職業訓練所など、技能・知識の習得を援助す

る施設が充実していること

同じような障害のある仲間と一緒に、あるいは

交替で働けること

介助者と一緒に働けること

自営業を希望する人への支援を充実すること

その他

わからない

無回答

(%)

身体障害(n=1,394)

知的障害(n=311)

精神障害(n=251)

※複数回答
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○相談できる人が「いる」の割合は、身体障害者で 80.8％、知的障害者で 83.9％、精神障害者

で 77.7％となっています。

○「知っている機関等はない」の割合は、身体障害者で 39.6％、知的障害者で 18.0％、精神障

害者で 46.6％となっています。

相談できる人の有無

悩みや困りごとを相談できる人がいるかたずねた。

市内の相談機関等の認知度

府中市内の障害のある人の相談機関等で知っているところをたずねた。

(%)

いる いない 無回答

80.8

83.9

77.7

15.0

9.3

17.9

4.2

6.8

4.4

身体障害

(n=1,394)

知的障害

(n=311)

精神障害

(n=251)

26.3

20.9

11.8

10.3

6.5

39.6

15.4

19.9

61.7

26.4

6.4

7.4

18.0

11.6

13.1

14.7

4.4

25.9

1.6

46.6

11.6

0 20 40 60 80

府中市社会福祉協議会

府中市立心身障害者福祉センターきずな

（み～な・あゆの子）

地域生活支援センターあけぼの

地域生活支援センタープラザ

身体障害者相談員･知的障害者相談員

知っている機関等はない

無回答

(%)

身体障害(n=1,394)

知的障害(n=311)

精神障害(n=251)

※複数回答
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○緊急時の単独避難が「できない」割合は、身体障害者で44.0％、知的障害者で57.2％、精神

障害者で 16.7％となっています。

○避難を助けてくれるような人が「いない」割合は、身体障害者で16.0％、知的障害者で7.9％、

精神障害者で 19.0％となっています。

緊急時の単独避難

地震や災害などの緊急時に、ひとりで避難できるかたずねた。

緊急時の援助者の有無

ひとりで避難できないと回答した人に、避難を助けてくれるような人がいるかたずねた。

(%)

できる できない わからない

無回答

37.4

20.9

53.4

44.0

57.2

16.7

15.3

20.3

27.1

3.3

1.6

2.8

身体障害

(n=1,394)

知的障害

(n=311)

精神障害

(n=251)

(%)

いる いない
無回答

82.2

91.6

81.0

16.0

7.9

19.0

1.8

0.6

0.0

身体障害

(n=613)

知的障害

(n=178)

精神障害

(n=42)
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〇３障害ともに「大勢の人の中での避難所生活が不安」が最も多くなっています。

災害時の不安や心配ごと

災害時に困ること・不安なことをたずねた。

46.7

35.1

29.1

26.6

17.7

17.4

14.3

4.7

11.7

16.0

57.6

34.7

21.5

14.1

7.4

21.5

10.9

3.5

12.5

16.4

55.8

25.5

24.3

34.3

17.1

17.5

15.5

2.8

13.1

15.1

0 20 40 60 80

大勢の人の中での避難所生活に不安がある

障害のある人や高齢者に配慮した避難所が

ない

災害情報を伝えてもらう専用の連絡網がない

医師･保健師等が派遣されるか不安がある

特定疾患等に対応できる医療機関の情報が

入手できない

避難を支援してくれる人がいない

情報伝達が遅く、救援が遅れる

電話やファックス等がないので、情報が入っ

てこない

その他

無回答

(%)

身体障害(n=1,394)

知的障害(n=311)

精神障害(n=251)

※複数回答

・ 目が不自由なので災害時は移動するよりも自宅でできる限り安全を確保した方がよいので

はと考えています。その場合、情報はきちんと得られるようにお願いしたいです。（身体障

害、女性、65歳以上）

・ 防災体制がきちんと機能するのか不安な面がある。（男性、40～44歳）

関連する自由回答の抜粋
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〇ノーマライゼーションが理解されている（「はい」）の割合は、身体障害者で24.4％、知的障害者

で 11.3％、精神障害者で 22.3％となっています。

〇前回調査と比較すると、３障害ともに理解されているとする割合が低くなっている。

◆今回調査

◆平成 19 年度調査

府中市民のノーマライゼーションの理解

共生社会（ノーマライゼーション）が府中市民に十分理解されているかたずねました。

ノーマライゼーション

1950年代、デンマークの知的障害者の子を持つ親たちの会が、巨大な障害者施設の中

で多くの人権侵害が行われていることを知り、その状況を改善しようと始めた運動から生

み出された考え方で、提唱者のバンク・ミケルセンを「ノーマライゼーションの父」と呼んで

います。わが国の障害者基本計画では「障害者を特別視するのではなく、一般社会の中

で普通の生活が送れるような条件を整えるべきであり、共に生きる社会こそノーマルな社

会であるとの考え方」と定義しています。

解説 《用語》

(%)

はい いいえ 無回答

24.4

11.3

22.3

61.1

76.2

67.3

14.5

12.5

10.4

身体障害

(n=1,394)

知的障害

(n=311)

精神障害

(n=251)

(%)
はい いいえ 無回答

28.6

12.3

23.9

54.7

78.6

65.9

16.7

9.0

10.1

身体障害

(n=1,604)

知的障害

(n=365)

精神障害

(n=138)
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〇身体障害者は、「やりたいことができなかったり、行きたいところに行けなかったとき（33.8％）」が

最も多く、「トイレや駅などが利用しにくかったとき（32.2％）」、「自分のことがわかってもらえない

とき（30.3％）」が続いています。

〇知的障害者は、「知らない人からじろじろと見られるとき（58.6％）」が最も多く、「自分のことがわ

かってもらえないとき（48.9％）」、「傷つくことばを言われたとき（40.9％）」が続いています。

〇精神障害者は、「自分のことがわかってもらえないとき（55.0％）」が最も多く、「傷つくことばを言

われたとき（37.9％）」、「やりたいことができなかったり、行きたいところに行けなかったとき

（27.8％）」が続いています。

ノーマライゼーションが理解されていないと感じるとき

共生社会（ノーマライゼーション）が市民に十分理解されていないと思うと回答した人に、

どのような時に感じるかたずねました。

※複数回答

33.8

32.2

30.3

28.5

19.0

12.9

9.3

11.7

9.6

19.4

17.7

48.9

58.6

40.9

29.5

20.3

9.7

2.1

27.8

7.1

55.0

25.4

37.9

23.1

19.5

13.0

8.9

0 20 40 60 80

やりたいことができなかったり、行きた

いところに行けなかったとき

トイレや駅などが利用しにくかったとき

自分のことがわかってもらえないとき

知らない人からじろじろと見られるとき

傷つくことばを言われたとき

いやだと思うことをされたとき

無視されたり話を聞いてくれないとき

その他

無回答

(%)

身体障害(n=852)

知的障害(n=237)

精神障害(n=169)



第４章 個別の調査結果                                 

- 114 -

〇身体障害者は、「各種相談事業を充実すること（30.0％）」が最も多く、「障害のある人の働く場

の確保や就労の定着を図ること（28.7％）」が続いています。

〇知的障害者は、「障害のある人の働く場の確保や就労の定着を図ること（53.4％）」が最も多く、

「グループホームやケアホームを充実すること（46.3％）」が続いています。

〇精神障害者は、「精神状態の不安定に対する支援の充実（57.0％）」が最も多く、「障害のある

人の働く場の確保や就労の定着を図ること（47.0％）」が続いています。

充実を望む施策

市に充実を望む施策をたずねました。

※複数回答（５つまで）

30.0

28.7

25.4

24.8

23.3

21.8

20.5

18.9

14.8

14.8

14.7

13.4

12.7

11.5

9.8

4.0

11.2

9.6

26.7

53.4

27.0

20.3

6.1

28.9

21.2

35.4

3.9

21.5

46.3

19.3

24.8

22.5

14.5

5.1

9.3

4.8

41.4

47.0

29.1

14.7

2.0

18.7

11.2

20.7

3.2

19.5

12.7

24.3

19.9

5.2

57.0

4.4

7.2

6.8

0 10 20 30 40 50 60

各種相談事業を充実すること

障害のある人の働く場の確保や就労の定着を図ること

障害のある人が住宅を確保しやすくなるよう図ること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活支援サービスを充実すること

補装具・日常生活用具給付事業を充実すること

障害のある人や子どもが受診しやすい医療体制を充実すること

外出時の移動支援サービスを充実すること

利用できる通所施設を整備すること

視覚･聴覚などの障害に配慮した情報提供を充実すること

障害のある人や子どもに対する暴力や差別をなくすこと

グループホームやケアホームを充実すること

権利を守るための制度を充実すること

障害のある人の自立生活をめざした取り組みが家庭･学校･地域

で行われること

障害のある人や子どものための短期入所を充実すること

精神状態の不安定に対する支援の充実

その他

わからない

無回答

(%)

身体障害(n=1,394)

知的障害(n=311)

精神障害(n=251)
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（２）難病のある人の調査

○「相談支援(38.6％)」が最も多く、「短期入所サービス（19.7％）」、「訪問系サービス

（19.3％）」が続いています。

○「登録したい」が 24.1％、「登録したいと思わない」が 61.8％となっています。

障害福祉サービスの利用意向

今後利用したい障害福祉サービスをたずねました。

災害時要援護者支援名簿の登録意向

災害要援護者名簿に登録したいかたずねました。

38.6

19.7

19.3

10.5

9.6

8.8

6.1

0.9

0.9

41.2

0 10 20 30 40 50

相談支援

短期入所サービス

訪問系サービス

補装具・日常生活用具費の支給

移動支援

日中活動系サービス

居住系サービス

意思疎通支援

児童に関するサービス

無回答

(%)

(N=228)

全体

(N=228)

(%)

登録したいとは思わない登録したい 無回答

24.1 61.8 14.0
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〇ノーマライゼーションが理解されている（「はい」）の割合は、29.8％となっています。

〇前回調査と比較すると、理解されているとする割合は 6.3 ポイント低くなっています。

〇「自分のことがわかってもらえないとき（45.5％）」が最も多く、「やりたいことができなかったり、行

きたいところに行けなかったとき（32.8％）」、「トイレや駅などが利用しにくかったとき（25.4％）」

が続いています。

府中市民のノーマライゼーションの理解

共生社会（ノーマライゼーション）が府中市民に十分理解されているかたずねました。

(%)
【今回調査】

全体(N=228)

【平成19年度調査】

全体(N=249)

はい いいえ 無回答

36.1

29.8

55.4

58.8

8.4

11.4

ノーマライゼーションが理解されていないと感じるとき

共生社会（ノーマライゼーション）が市民に十分理解されていないと思うと回答した人に、

どのような時に感じるかたずねました。

45.5

32.8

25.4

19.4

10.4

10.4

6.7

15.7

6.7

0 10 20 30 40 50

自分のことがわかってもらえないとき

やりたいことができなかったり、行きたいところに行けなかったとき

トイレや駅などが利用しにくかったとき

傷つくことばを言われたとき

知らない人からじろじろと見られるとき

いやだと思うことをされたとき

無視されたり話を聞いてくれないとき

その他

無回答

(%)

(n=134)
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〇「医療費等への助成や手当の充実（65.4％）」が最も多く、「各種相談事業を充実すること

（35.1％）」、「長期入院・入所できる施設を整備すること（29.4％）」が続いています。

〇前回調査と比較すると、「各種相談事業を充実すること」、「難病の人への理解を深めるための

啓発・広報活動」の割合が 5.0 ポイント以上高くなっています。

充実を望む施策

市に充実を望む施策をたずねました。

※複数回答（３つまで）

65.4

35.1

29.4

27.6

24.1

17.5

16.7

8.8

3.5

0.9

4.8

3.5

65.1

26.5

28.9

32.1

18.9

16.5

23.3

4.0

2.8

0.0

4.4

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70

医療費等への助成や手当の充実

各種相談事業を充実すること

長期入院・入所できる施設を整備すること

難病の人の働く場の確保や就労の定着を図ること

難病の人への理解を深めるための啓発・広報活動

ホームヘルパーの派遣など在宅

生活支援サービスを充実すること

情報提供を充実すること

日常生活用具給付事業を充実すること

文化、スポーツ、レクリエーション活動

に参加できるよう支援すること

その他

わからない

無回答

(%)

今回調査（N=228）

平成19年度調査（N=249）

・ 電車に乗って通院するのが大変なので、タクシーなどを利用したいのですが、お金がかかり

ます。（女性、35～39歳）

・ 今後進行していくに応じて相談をしたくなることが発生すると思います。医師は生活の実際の

状況を見てくれるわけではないので、困ったときにすぐに対応してもらえる窓口が身近にある

と安心できると思います。（女性、60～64歳）

・ 他人に分からない体の中の難病を理解してもらいたい。（女性、65歳以上）

関連する自由回答の抜粋
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（３）障害者福祉団体調査

○活動する上で困っていることは、「後継者問題」と「財政的支援」が７団体で最も多く、「会員の

意識（５団体）」、「活動場所の確保（４団体）」が続いています。

（N=8） 団体数 割合（％）

事業の企画 0 0.0

運営方法 2 22.2

活動場所の確保 4 44.4

会員の意識 5 55.5

後継者問題 7 77.7

社会の認識 3 33.3

ネットワークづくり 1 11.1

行政支援 2 22.2

財政的支援 7 77.7

人的支援 2 22.2

その他 1 11.1

特にない 0 0.0

無回答 0 0.0

活動する上で困っていること

障害者福祉団体が活動する上で困っていることをたずねました。

※複数回答

◆災害時に心配なこと、支援としてあったらよいこと

避難所への意見が多くなっています。障害のある人向けの避難所の設置、それぞれの障

害に応じた薬、機器、物資の用意、情報伝達方法、専門職の対応の検討が求められていま

す。避難所設営マニュアルに関する意見を各障害者団体から聞いてほしいとの意見もありま

した。また、近隣の助け合い、要援護者の把握、名簿登録の重要性等に対する意見も多く

なっています。

◆共生社会に向けた市民向けの意識啓発に協力できること

多くの団体が啓発活動における講師等としての支援ができると回答しています。

◆市の障害福祉施策への意見・要望

就労支援、バリアフリー教育、発達支援センター自立支援協議会、財政的支援について

等、各団体から様々な意見が寄せられています。

自由回答では
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（４）障害福祉サービス事業所調査

○「黒字」が 37.9％、「赤字」が 27.6％、「損益はない」が 20.7％となっています。

○「人材の確保・育成（82.8％）」が最も多く、「サービスに見合う収益が見込めるか（51.7％）」、

「有資格者の不足（48.3％）」が続いています。

昨年度の事業の採算

昨年度の事業の採算についてたずねました。

全体

(N=29)

(%)

黒字 損益はない赤字 その他

無回答

37.9 27.6 20.7 6.9 6.9

運営上の不安

運営上の不安についてたずねました。

82.8

51.7

48.3

31.0

24.1

3.4

3.4

20.7

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

人材の確保・育成

サービスに見合う収益が見込めるか

有資格者の不足

充分な利用者が見込めるか

初期負担の投資金額が大きいこと

他施設と競合しないかどうか

特に不安はない

その他

無回答

(%)

(N=29)

※複数回答
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○「実施した、実施している」が 37.9％、「実施していないが、実施の予定」が 6.9％、「実施の予

定はない」が 51.7％となっています。

○「在宅サービス利用者への安否確認（82.8％）」が最も多く、「在宅の災害時要援護者の避難

支援への協力（55.2％）」、「施設を福祉避難所として活用することへの協力（37.9％）」、「障

害のある人の避難場所へのヘルパー等人材の協力（27.6％）」が続いています。

災害時の障害のある人への支援で協力できること

市の障害福祉サービスの充実に向けて必要なことをたずねました。

※複数回答

82.8

55.2

37.9

27.6

3.4

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

在宅サービス利用者への安否確認

在宅の災害時要援護者の避難支援への協力

施設を福祉避難所として活用することへの協力

障害のある人の避難場所へのヘルパー等人材の協力

その他

無回答

(%)

(N=29)

第三者評価の実施

第三者評価の実施の有無についてたずねました。

全体

(N=29)

(%)

実施した、実施している 実施の予定はない

実施していないが、

実施の予定 無回答

37.9 6.9 51.7 3.4


